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滿
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れ
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買
手
侧
に
於
て
之
を
取
得
せ
.ん
が
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し
て
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拂
ひ
#

ベ
為
養
尚
限
度
即
ち
所.謂
需
要
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賣
手
侧
に
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て
其
の
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し
て
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取
る
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所
謂
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兩
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し
て
^
の
間
の
或
る
一
K

U 

定
ま
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た
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代
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み
に
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て
定
ま
' る
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又
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偷
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定
ま
る
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で
も‘な
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し
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が
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間
に
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て
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る
ど
き
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價
決
«
の
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因
i
し
て
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髂
翦
漭
侧
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®
が
‘重
き
を
な
し
代
價
の
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低
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の
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何
に
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は
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中
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婴
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反
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收
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ふ
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來
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價
は
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つ
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る
^
い
^
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語
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用
ふ
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あ
；^
が
、
代
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元
來
需
給
の
關
係
を
通
じ
て
間
接
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费
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に
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致
せ 
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と
す
る
も
の
^
あ
る
の
に
、
：.右
0
如
ぐ
S

.ふヾ」

き
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代
偕
が
费
用
i
直
接
關
係
を
有
し
费
用
の
多
少
.は
何
等 

他
の
中
問
的
作
用
，の
媒
介
を
藉
ら
ず
し
て
即
時
に
直
接
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に
代
價
の
高
低
を
拠
定
す
る
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い
ふ
や
ぅ
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れ
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か
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寧
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つ
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ふ
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S
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苦
じ
發
用
に
し
て
供
給
栽
の
何
人ft
る
を
問
は
す
又
供 

給
覺
'0
§

た
る
を
間
は
浼
常
に
等
む

S

も
の
^
す
れ 

ば
是
れ
以
上
の
.詮
寒
は
不
必
避
で
あ
を
が
、
事
實
は
然 

ら
ず
し
て
费
用
は
常
に
其
の
额
が
違
ぶ
、
.供
給
分
量
の 

多
少
に
ょ
つ
て
も
違
ぴ
供
給
者
其
の
人
を
異
は
す
な
に 

從
つ
て
も
相
違
が
あ
な
の
で
あ
る•'
;
:
?財
の
生
產
に
當
6 

(.1.)

工
業
的
生
產
物
の
多
數
の
場
合
に
於
て
最
も
ょ̂ 

見
得
る
が
如
ぐ
生
產
量
の
增
加
す
る
に
從
つ
で
一
個
當 

が
の
费
用
に
減
少
を
來
す
場
合

V3 (
1

一：

)

農
業
生
產
物
の 

場
合
に
最
も
ょ
く
見
得
る
が
如
く
生
產
量
の
：堦
加
す
.る 

は
從
つ
で「

一：
單
位
當
り
の
费
用
に
增
加
を
來
す
場
合i 

(
! 

ニ)

實
際
に
存
す
る
i

は
稀
で
あ

る
が
生
產
量
の
多 

少

如

何

，
に

狗

は

ら

中

"
-

i

單
位
當
り
の
*
用
は
常
に
等 

し
い
^
い
ふ
場
合
と
の
3
つ
が
あ
る
。
粜
し
て
然S
ば 

同

一

人
M
供
給
す
^
場
合
に
於
比
名
费
用
は
供
給
量
の
：
 

多
少
に
.ょ
.つ
で
高
低
«:
々
，̂

る
靜
で
あ
^
が
供
給
代
價 

を
決
定
す
る
所
の
費
用
な
る.も
の
は
ぞ
の
.中
何
れ
の
iB

分

の

费

用

で

办

る

か

.。

.
最

少

の

費

用

で

4
,

る
か
？
最
大 

め
费
用
'̂

あ

が
r,
'
.
れ
ビ
も
中
間
时
苹
均
點
：

g

费
用 

で
あ
る
か
ゃ
®
ふ
i
で
も
な
ぐ
ぞ
れ
は
最
後
の

|

單

位
,
 

を
生
產
す
.
.に
.要
す
る
費
用
即
シ
限
界
的
费
用
に
外
な 

ら
な
.い
の
で
あ
.つ
て
前
記.，
2
. 

y

の

場

合

.に

あ

り

で

は
 

«
低
0'
生
產
费
、(

ニ)

の
*'
合
:̂
あ
^
v

^

^

#
®'
c?
)
*
$ 

逄
费
で
あ
る
。
何
i
な
れ
ば
第1

の

場

合

に

あ

つ

^

は 

最
低
生
產
费
S
同
額
の
代
價
に
供
給
しIて
も
毫
ん
掼
失 

す
る
ご
i
は
^S

か
ら
で
あ
&
、
第
二
の
場
合
に
：れ
つ 

.て
は
最
高
坐
產
費
以
下
の
代
價.に
賣
る
，̂
t-
れ
ば
*

^

の
數
單
位
を
供
給
す
な.こ
ピ
は
損
失
で
あ
.る
か
ら
で
.，あ 

•̂•
で
.然
る
に
同
®
の
財
が
多
數
者
の
供
給
•に
係
る
右
き 

は
此
の
限
界
的
费
用
そ
の-も
0
:̂
'
人
.に
ょ
€>
.て
‘其
の
額 

か

違

，：
ふ

、
一
蓋

U
人
.に
1;
つ
也
生
，產
費
を
異
に
す̂

gv.

み 

な
6
ず
企
業
0

*
織
，<
-
^
7̂5
_
ゅ
技
能
^
#
^
が
ぉ 

:る
が
'5
>?
-̂
#
を
:;
°
此
の
瘍
合
^
樣
代
^
^
J
g
A
の
.限
界 

一 
致
^
ん
^
r
t
令̂
ぃ
、
日
.

萁
の l

i
g
®

霞
要
を
充
ず
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ず
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供
給
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#
用
即 
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*
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な
。
何
ミ
な
れ
^
若
0
代
價
柄
此
の
：最
高
费
用
以
卞
は 

下
を
場
合
に
は
§

費
勝
t
要
す
る
レ
の
及
戍
之S
 

き
も
0;
は
生
產
を
中
止
す
る
が.?>
:
'し
で
供
給
減
£
>結
,̂ 

一
代
價
を
此
の
費
用
の
點
ま
で
引
上
げ‘
か
ら
で
あ
を
？ 

此
の
事
は
前
記
.：

(

s(

i
t

)

”.何
れ
の
場
合
で
も
同
樣
で 

あ
..る
。
' 翁

此

の

最

高

費

用

が

第

.二

の

場

合

に

於

て

は

供
 

給
*
の
增
加
す
'る
.に
從
つ
て
益
々
鄺<
な
'る
に
反
し 

.
第

；J
.
..0
場
命
に
於
て
ば
益
々
低
ぐ
な，
可̂
能
的
®
低
限 

度
に
歸
着
す
る
を
i
^

點
に
於
て
相
違
あ
る
の̂

o 

蓋
^
第

1、
の
場
合
に
於
て
.

s

比

較

的

高

•き

限

界

費

所

を
 

要
す
，.る
供
給
#
は
比
較
的
.低
务
限
界
費
用
を
要
#

る
供 

j

給
量
の
爲
め
'̂
競
^
外
ば
||
逐
分
S
れ
そ
の
爲
め
に
生 

f
る
供
^

©
減
少
ほ
後
考
に
本
つ'.て
喜
.ん

で

、
補'^
れ

る 

«'
傾
^

^
あ
も
か
以
尨
あ
名
，
斯̂
>
0如
^
な
：る
が
玫 

岱
菩
人
は
.最

後

の

^
，

芷
常
代
價
は
社
聲
的 

限
界
費
用
^
ぞ

れ

高

で

あ
#

V
fe
'
:
:
{
，致
：#
ん
餘
す 

;.
...
务
む
0'
.で
#
谷
^
1样
ふ
：>

^

出̂
；來
*:
の
で
6

»
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9
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0

_
錄
ソ
地
-,
灼
_
.
陳

價

は

貨

物

©
需
耍
供
給
：Q

i

名
^
の
.

で
、；
前
者
が
後
齊
1,
0
も
大
な
れ
ば
市
價
は
自
然
代
價 

傘
^

^

I
.
X
:な 

前
^

^

價
：

然

な

^
*
r

w

p

.
等
；.

^
 な 

れ
ば
市
價
と
自
然
代
價
と
は
一
致
す
る
。
而
し
て
實
際 

に
於
て
は
需
要
と
供
給
と
は
自
ら

1

致
す
る
も
の
で
、

| 

假
令
市
價
％
自

然

代

價-<
3

;

ダ
或
は
高
ぐ
な
.ヶ
威
は
低
く
一 

為
^

i
:も
常
に
自
然
代
價
を
中
心
と
し
て
動
い
て
居̂
'

;e
は
.

1.

致
せ
^

i

t
,t
:

f

$

®

^

>

^

.

i

M

v>
^
 

居

る

達
'0
:0
^

^

ょ̂

つ

：
苽

應
.る
-
^
?、
、-ヌ
0-
所

說
.

••
«

要
®
に

於

て

は$

#
私

属

も|
‘：致
&

T
居

る
^
 

に

思

は

办

る
。
.：

.
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-

へ:(
2
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.へ：
，
之..に
.反

仏

，て

タ

方
l
';H
r
-は

全

然.反

衝

の

！
^

一 

貪
述
v
‘.<x
届
る
•。'
'
.
農
產
物
の
代
價
の
場
侖
に
就
で
論̂
 

T

u

i

^

K

•め
•

¥

_
生
®

^
れ
相
：名
部 

分
の
穀
物
が
穀
物
•

©
代

偾

為

ば

：而
-

4
H

 

她
代
は
代
價
隹
成
！̂

i

,
ぃ舊

裙

f

得 

な
い
.の
茂
ぁ
る
#
锻
«

7
ダ
.
f
 メ
癸
^

!

^
の̂
.交
換

塑

縣

m .

0

s

i

s

0

M

O

侘
5

霧

比

_

分
»
 

を
、_

灸

梁

^

:

取

は

土

塊

着
’翁

：

s

»

i
 

i

«-<
5
l
.

展
る
©
後
；̂

^

iは
^
は

録

.啗
灰
原
料
品
こ
爸
求 

多
數

値
は
榖
物
i

#
と

|

?

^

蛋

地

ぬ

最

後

炫

s
.
®
あ
ふ
^

^
に
•地

：伐

は

财

の

伐

懊
 

馨

成

分

子

域

は

な
M

i(

独
四)

-a
.

.
'.
;
■
> 

.
k
'
”

—

は

、
'
毂

物

の

代

谓
 

は

：全

供

給

量

巾

で

*
高
®

f

®
.y
ts
4
§
@

.

l 

_

.(
4
よ

;!
>
:て
.定
ま
も
#

の
で
鉍
4
が
>
'
.此
.1の
部
分
の
猶 

物
は
地
®

拂

は

で

生

逄

さ
_

0
ゼ
赵
る
.
^
ら

§

1
 

§れ
て
®

な
^
7
1
^
:
品
を
用
»
|2
と
-
で̂
务
其
0
原

替

眾

：偎.
 

値
の
.
*
Gは
同
欉
ほ
地
代
が
包_
さ
'

1̂1
居
.̂:》

の
« 

か
‘

3

^

0點
か
1&
1

て
|>
:
,地
代
は
代
儐
の
中
_

 

ま
れ
て
，§

^

^
:|
转
為
の
：.で
办
る
。
然
ね
容
は
甚
拭

受

取
■.
!
)
'藤
い
議
論
で
あ
る
。
へ
如
何
に
も
最
大
勞
瞰
量
を 

喪
し
代
る
部
分
の
み
0-
代
價
に
就
て
衮
汷
ば
其
の
啪
は 

M

P
入

タ
て
居
ら
なS

 

t
云
ひ
#
る
^
作

善

^
之 

4

:?
)
.少
袅
勞
働
を
要
^
付
る
部
分
に
膝
.て
.
考

ぶ

れ

ば

其
 

れ
は
地
代
怒
拂
.つ
•て
生
產
さ
れ
で
居
る
の
だ
が
.
&
代
價 

中
に
地
代
坭
A-
つ
-
居
な
，い
ム
は
苯
は
れ
な
が
成
ご
れ 

ギ
ヵ
ー
ボ
t

の
祖
述
^
や
辯
1

が
、
'.地
代
が
费
用
の 

中
に
入
ら
な
い
2
&
ふ
其
の
意
味
.は
代
價
を
決
定
す
な 

所
の
费
用
-
• 

( price-detjem̂
riing

00;
ル

。『

*T
J
J
.o-
;
&
o
t
i
o
n
.

) 

.の
中
に
入
ら
な
い
i
云
ふ
こ
t
で
あ
备
と
解
G
で
®

か 

i

v
所
以
^
あ
冬
ザ
若
む
妁
捣
办
斷
案
は
歧
て
果
以.
 

^
辯
®

^
の
解
す
る
が
如
ぎ
私
の̂

^
ふ
^
す
れ
ば
氏 

の
所
說
は
.誠
ぬ
無
事
安
全
毫
も
非
難
す
ベ
柄Q
ざ
i
 

f

な

s 

r
然
5
な
栌
S:
同

睁

は

そ

呔

颇

る

梁

も 

0
に
な
^
で

其
?>
.
價

値

の

炎

部

分

鉍

失

ふ

に

な

る
 

の
で
あ
：る
ご' 何
.̂
な
れ
0
?
典
@
意
味
り
於
で
奪
ふ
.な 

•ら
f

れ
は
®
(•
!
,限
界
的
生
產
K*
於
孓
成
地
«
は
史
拂 

...#

^

“
v
i
.
.

い
ぶ
* 

i
i
^
,
換

,«
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>
t2
l
i.過 

い
か
ら
で
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M

地
代
槪
餘

•ぁ
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^
が
く
ば
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戚
§
鐵
奴
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說
ば
靡
竟
予
が
#

办
ゆ 

述
々
f2
所
^
同
^
.̂;
の
に
化
^
で
7
务
の
!?
:
办
汾
浪
,
^
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1
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)

$
撒
か
に
^

ル
^
版
の
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^
ぼ

就

で

ば

ズ

^

..ス
舻 

然

-

^

#

ベ

 

f 

^
,
1
M 

^

て
‘全
ぐ
然
妒
ム
^
.又
^

^
が
^
£|
も
^
ば
^
1>
'
てK
 

農
產
#

^
場
#

^
は
燎
則
^

^

.は
地
忧
ば
代
惯
§
中 

は
入
6
な
い
が
.エ
|

^
產
物
：の
»
佘
は
は
代
^

0

^

2
 

入
ふ
ど
癸
«
资
盾
^
タ 

'即

嘉

だ

/1
'『

代(

镡

t

,
次
ば 

な
爹
語
：を
®

の
意
味
に
用
ひ
て
居
る)

は
全

哕
相
當
^
が
。
此
^

^

啟̂
损
&
唆

の

ぢ

砂

^

び

で

ほ
 

勞
鈒
と
利
潤
お
ト
成'!
>
:
;
^
#J3
I
J
^
#
#
l;
:
4l
-
a-
稅
も
.其 

©
中
；

2

加
は
#
お
が
斜
汾
る
^
然
3
地
.：代
ば
ぞ
が
.繁
 

懷
値
ょ
が
生
!5
'
稀
^

^

^

^

#
表
せ
^
場
#
篇
多
む
は

.

f

M

A 

1

農
#
^
|
ゼ̂
-

1
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ず
4
ぎ
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^
1
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於
破
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c
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八
三
八)

雑

.
錄

地
’代
_

_

物

の

生

產

费

に

入

：
る

の

み

市

6
-&
1
.
-
0
8
®
? 

<
/

:
^
.
'
ミ
ル
が
.斯
ぐ
斷
定
す
友
理
由
を
尋
ね
で
見
を
にU 

彼
は
地
代
が
農
業
上
に
於
て
は
原
皿
む
し
で
代
®
巾
に 

入
ら
ぬ
ネ
い
ぷ
理
由
を
次
の
如
ぐ
述
ベ
，
て
居
る
。

『

吾
火 

は

先

き

に

生

產

曼

は

勞

銀

ふ

利

满

と

の

：み
、
ょ

り

成

つ

.
で 

居

：
ゐ，ニ
.壙
用
中
で
#
銀
た
&'
ざ
，る
^;
の
は
利
濟
で

P -
が 

利
©
た
ら
れ
&:
ざ
る
も
の
は
即
も
勞m
t
e外
な
^
:̂ 

i

 v

た

;,
?
然
る
に
今
地
代
は
勞
銀
ね̂,
利
潤
に
紀
分 

解
さ
れ
る> 

V
iの

出

來

な

い

要

素

だ

か

ら

、
，
'，
資

本

家

は
 

地
代
を
挪
ふ
こ
i
を
1?
求
さ
れ
て
居
な
い
1

1
觉
し
な 

•け

れ

ば

な-£
>
ぬ

、M
し

て

此

の

，；推

定

は

.正
し
,，い

t
 

<註
七〕

。
M

i

®れ

ば

凡

ぞf

l產
物
の.，一:

部
分
が
必
要 

燦
る
條
件
也
し
で
或
.ふ
代
價
を
取
褥
す
ビ
甘
ば
他
の
部 

分

,?
>
'悉

;:
<
:同
:&
代
價
を
得
.べ
&
が

故

に

^

代

價

は

最

大
 

費

用

を

以

贫

市

場

に

提

供

せ

;6
>
れ
12
部

分

の‘財

：
の

費

用 

.に

ょ
?.
て
®
ま
1る

こ
^
.に

な

る''
°

然

ら

ぱ

少

ぎ

費

用

を
 

要
し
た
る
部
分
の
貨
物
は
ぞ
の
坐
產
費
以
上0
:代
價
を 

M

.t
>
#るD

も
も
な
夕
て
普
通
以
上
の
利
潤
釤
繼
得
す

第
六
號

九
•JU
，、

.る
0,
特
權
を
得
る
"
而
し
％
版
の
观
織
栌
幡#

0,
條
墩 

を
有
^
|>
:
±
地
の
所
有
_
龜
づ
|:
1

#
生

^

而

も

其

の

肌
 

■有
權
が
他
人
l

M
ti
.
#場
合
ほ
#
?1
所
#
者
ば
土
地
€
 

用
お
ぅ
生
^

な
過
剩
所
輸
の
，全
紙45

狐
；悦
岑
し
で
借
地 

A
:i;
h
.取
得
す
>̂
'
-，4'
i'
!
*f
m'
^
l>
(
.。："或
な
土
地
に
‘於
T 

同
額
の
資
本
を
ば
爆
恶
ゆ
土
地 

の
.免
、
•％
方
法
：2
1:
1
飯
用
_
把
妗
爲
办
匕
¥

^
分
量
. 

以
上
由
生
'產
し
#
依
き
分
味
地
恶
^

^
中
は
歸
す
る
ぞ
. 

故

^

地

代

は

農

澈

物

の

後

惙

を

决

定

す

を

琬

の

生

垂
 

の
1
'部

を

な§.
:
な
.：̂

|

^

(

8
八
を‘
.
Wぐ 

，
へ
へ
、
.
.
：

'
'次
M

0

の
場
合
で
-̂
;
地
攸
が
.代
價
中
に
入
る
例
外 

的

場

合

办

る

こ

と

'に

就

.̂
§
»
由
^
見
な
t̂
EI
fc
,

3 

利
潤
を
得
を
铸
伤
に
耕
作̂

の
如
ぐ
究
あ
4
於
i
勞働

#
!

&

&
己
0
生
液
維
持
の
爲 

冷
^
耕
^
:
る̂
.場
合
は
は
#
-
は̂
相
逄
が
.办
ん
5
彼
等 

は
翻
產
#,
の一

#

念
妫
£

翻

生

辍

の
»
に
充
で
M 

を
殘
部
ゼ
賣
な
灰
營
クTl
«
屢
.々
.其
の
生
產
Q

f
用
ょ

場
合
で
名
.代
價
に
煨
低
の
'限
度
が
ぁ
る
、
。
' 彼
が
市
場
に 

持
ち
出
す
生
.產
物
は
以
て
.彼
の
あ
ら
ゆ
る
必
要
品
を
買 

ひ
..且
つ
地
代
を
^
ij
ふ
.に
足
.る
だ
け
の
代
偕
を
得
な
け

• 

れ
ば
な
ら
g
o
. 

•
.
•
.
.

故

に

：.此

の

場

合

に

は

地

代

は

生

產
 

費
の
一
項
目
と
な
る，

J

 

i

s九〕

。

•

最
後
にH

業
敷
地
i
し
て
の
土
地
の
地
代
が
生
產
费 

亿
入
る
こ
と
に
就
て
は
次
の
如̂:

に
述
べ
で
居
る
。

『

地 

代
は
生
產
費
に
入
る.や
®

や
i

い
ふ
間
®
に
就
て
は
最 

良
の
經
濟
學
者
は
之
に
向
つ
て
畓
定
的
の
答
を
與
へ
て 

展
る
o

.人
は
加
ふ
ベ
き
制
限
あ
る
こ
と
を
知
れ
る
場
合 

に
於
て
も
之
を
無
視
し
て
 

一
ロ
に
論
®

し
去
ら
ぅ
i

す 

る
方
に
傾
く
も
の
で.
.あ
る
.
.
.
•、：
が
.經
濟
學
只
之
が
‘獄 

.め
に
炎
甘
ら
る\
と
が
*

々
あ
る
。
何
人i

雖
4

地
弋 

力
.生
.產
費
に
入
る
場
合
あ
る
こ.
,^

を
^

定
す
る
.こ
と
は 

出
來
、な

い
。
假
り
に
或
る
地
所
を
貢
入
れ
又
は
借
入
れ 

て
織
布
エ
場
を
建
て
たA

す
れ
ば
其
の
m

ff
i

の
地
代
は 

正
し
.ぐ
生
産
#
.

の

1

部
を
構
成
す
'る
タ
凡
て=

の
工
場
は•  

擻
地
の
上
に
.建
て
&

れ
其
の
多
ぐ
は
特K
 
土

地

の

高

'價

第
十
，

(

八
3
九)

«

鋒

' 
地
：
代
概
論
'
、

な
場
所
に
建
て-
ら
れ
；て
あ
る
か
ら
し
て
夫
れ
に
支
拂
は 

る
、
地
代
は
多
く0
場
合
を
通
じ
て
考
ふ
れ
ば
其
の
エ
，

.
 

場
に
て
製
造
せ
ら

.
る
V

凡
て
の
貨
物
の
代
價
に
於
て
補 

償
さ
れ
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い1

:
と(

独
十)

.。
：

ゝ
：告
人
は
右
に
引
用
し
れ
る
>、、、ル
の
所
論
に
就
て
は
少 

く
と
も
一
一.つ
：の
點
に」

於
て
直
ち
に
疑
問
の
生
じ
來
る
を‘ 

覺
え
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
第
ー
は
土
地
を
製
業
甩
に
- 

供
ず
る
場
合
に
.於
て
は
地
代
は
代
價
の
中
に
入
ら
ぬW 

れ
ど
も
之
をH

業
用
に
供
す
る
場
合
に
於
て
は
地
代
は 

代

價

の

^

に

入

る

と

な

す

の

點

で

あ

る
、
-而
し
て
第fJ」 

は
同
じ
く
土
地
を
農
業
用
に
供
す
る
場
合
に
於
て
も
資 

本
家
が
刹
潤
を
得
も'た
め
に
耕
作
す
‘る
場
合
に
は
地
代 

は

代

價

の

中

に

入

：
ら

な

.ぃ
'が
.糜
民
が
生
活
の
資
料
を
得 

る
た
'.:
め
‘.に
耕
作
する
場
合
に
：は
地
代
は
代«
中
に
入
る
. 

i
な
す
の
點
是
れ
で
あ

る

。
'
'
先
づ
，
前

#

に就
て
考
ベ
て 

見
る
に
，
菩
人
は
何
故
：に
：農
業
の
鴆
合i

H
業
の
場
合 

と

に

ょ

つ

て

：
她

代

：
が

代

價

に
；.

入
為
入
ら
科
の
相
違
が
あ- 

る 
か
を
知
る
こ
i
が
出
來g

。
，

耽
に
地
代
.を
娜
つ
て
土

f
ハ
號

%



游

十

饴

，

(

八
w
〇)

m

.
m

.地

代

概

論

:
.地
を
借
る
i
す
れ
ば
之
を
農
工
何
れ
の
生
產
業
■
刺
用 

す
る
を
間
は
ず
等
し
く
借
地
人
に
と
っ.て
は
利
&
を
得 

.

る

お

め

，の

费

用

の

一

項

_
を
.な
す
も
の
で
必
ず
や
生
產 

物
の
.代
僧
を
以
て
之
を
囘
收
せ
む
と
す
る
こi
兩
者
の 

場
合
：に
毫
も
相
違
あ
る
を
見
な
い
。
若
じ•も

農

業

用

にj 

供
し
れ
る
場
合
に
於
て
地
代
が
代
價r-
h
に
入
ら
ぬ
i
す
一 

れ
ば
エ
業
用
に
供
し
れ
る
場
合
に
於
て'も

入
ら
ぬ
箬
.1
r 

あ
り
、
工
業
用
に
供
し
れ
る
場
合
に
於
て
入
^
な
ら
ば 

農
業
用
に
供
し
れ
る
場
合
に
於
て
も
入
ら
な
け
れ
ば
な 

パ
ら
ぬ
箬
で
あ
る
。
然
る
を
ミ
ル
が' 1

に
於
て
は
入
ら
ぬ
一 

他
^
於
て
は
入
る
と
云
つ
て
居
る
の
は
高
城
ド
ク
ト
ル 

の
指
摘
さ
れ
れ
如
く (

誅
十
ー
ソ
明
か
に
自
家
擂
着
と
去 

は
ね
ば
な
ら
な
：

S
。'

又
ミ

ル
は
明
か
に
土
地
を
農
業
用

j 

に
供
す
る
場
合
に
於
て
は

T

地
代
は
代
價
を
決
定
す
る 

所
'の
生
產
费〈

即
ち
最
高
坐
逄
费
V
のT

部
を
な
さ
な 

ぃ
い
と
沄
つ
て
居
る
が
ら
し
て"
此
の
點
は
];
■
■力
I
.ド
ー 

.め
辯
.誕
考
が
ゾ
'氏
'說
0
眞
意
な
6
と
な
し
て
馬
る
所
.の 

も
の
i
間
一
で
わ
' つ
"て
そ
れ
自
身
は
疋
し
い
け
れ
”ど
冬

第
六
號 

九
八

然
し
之
は
未
だ
地
代
が
戏
價
に
入
ら
说
纖
用
に
入
ら
ぬ
、 

と
い
A

一
 

般
的
原
則
必
.は
認
め
難
い
こ
i
リ
氏
說
の
佌 

•評
の
個
所
並
に
献
見
を
述
べ
れる
個
所
に
於
て
論
じ
れ 

通
b
で

わ
る
。
し
.て
見
る
と
、
.
5ル
は
1
實
し
れ
正
し 

き
.説
を
立
て
や
ぅ
と
す
れ
ば
員*
の
©
Aロ
で
も
工
業
の 

場
合
で
も
共
：に
：地
代
は
代
惯
を
決
定
す
る
所
の
生
產
费 

に
は
入
ら
ぬ
と
論
ず
べ
令
で
あ‘ク
れ
、
否
、
出
來
得
べ 

く
ん
ば
®
に
一
步
を
進
め
て
爾
者
何
れ
の
場
合
に
於
て 

も

一

般

に

地

代

は

生

產

栽

の
：：1

頃
れ
り
從
つ
て
代
债
に 

入
る
i
改
論
す
べ
き

で

あ
つ
れ
の

で

あ

る

。

次
に
第
一
一 

の
點
に
就
て
考
へ
，て
見
る
じ
吾
人‘は

ミ

、
ル

が

利

撋

を

目
 

.的
と
す
る
資
本
家
の
經
營
す
る
場
合
と
？

n

家
支
持
を
目 

的
と
す
.る*の經營オるを分ち其間に地代 

が
代
價
に
入
る
入
ら.ぬ
の
區
趴
を
認
め
れ1

が
分
ら 

な
-い
。
若
し
生
.
©支
持
の
資
料
を
#
る

.

j

1
を
目
的
と 

す
る
も
の
：者
が
會
々
殘
米
を
賣.る
は
當
つ
て
そ
の
代®
 

巾
ょ
；.
0
,地
代
を
支
拂
‘は
む
a

E
を
欲
ず
.る
土
せ
ば
販
資. 

i
i
'
d
k)
て
刹
潤
を
，得
.る
T
v
iを
初
め
か
ら
目
的
ふ
す
る

資
本
的
經
營
者
に
あ 

>
て
.は
代
價
の
中
か
.S
地
代
を
支
. 

挪
は
む
&
. 

VJ

を
欲
す
る
0
念
臌
は
觅
に：一

•層
甚
し
.キ
る
.

ベ
き
で
は
な
い
-か
、
何
^
な

れ

ば

を

の

目

的

ビ

；
す

る

.利 

澗
な
る

も
0
は
.代
偾
中
ょ
$
地
代
其
他
の
.费
用
.
|切
4>
, 

差
引
’い
た
殘
额
で
あ
つ
X
此
の
费
用
を
ば
實
際
要
し
だ.

额
以
上
に
見
稹
ヴ
，そ
れ
を
代
價
ム
す
る
こ̂
に
、ょ
つ
て 

刺
潤
は
益
々
大
な
.る
を
得
ベ
き
で
?>
る
か
ら
で
わ
るO:

或
は
#
を

な

し

—

て

»

ホ
家
的
經
營
者
は
自
も
土
地
、を
所
一

( 

.布
す
る
が
故
に
地
代
を
费
用
中
に
針
算
せ
ざ
る
に
反
し.
 

坐
活
の
資
を
得
る
作
め
に
耕
作
す
る
者
は
土
地
を
備
入
：

れ
.る
.が
'故
に
.之

に

支

狒

：は

る

:、
地
代
を
费
用
中
に
訐
算，\

■

す
る
.
i
.

い
ふ
韋
味
か
•，ら

し

て

斯

く

區

別

し

ft

の
で
あ
‘る

\: 

、

ビ
云
ふ
も
：の
あ
ら&

が
、
此
0

意
味
に
於
て
云
つ
：た
と
一 

ず
れ
ば
そ
は
ミ
：ル
0 ,
時
代
に
ば
通
用
し
た
か
も
知
れ
ぬ‘
- 

&

今
ロ
.に
.於
て
は
：通
用
0 .

出
來
な
い
議
論
：で.あ
名
、.
蓋
，：：
 

し
ー
營
利
主
義'の
進
.ん
.
«

今
日
に
あ
り
て.

'
«
刺
«

を
1
!
1
1
.̂
.. 

と
し
V

M

營
す
‘

考
に
あ
ふ
て
は
：假4
^
!

己
所
有
.の

：
±

'' 

. 

地
の
場
合
で
も
許̂

上
は
恰
か
も
他
人
炉
ら
借
_
た
も

、

.
第

十

卷

ハ

八

軻

ご

雜

錄

地

^
•
蛾
論

.■ 

. 

■

の
な
る
が
如
ズ
に
：考
へ.：之
：を
他
人
{;
貸
與
し
れ
場
合
に
- 

取
得
し
#

べ
き
或
は
：之
を
他
人
か
ら
借
む
た
場
合
に
支 

挪
ふ
べ
き
，地
代
額
を
費
用
の
中
にft
算
す
る
を
常
€
す 

'
る
.こ
.と
先
き
に
述
.べ
れ
如
く
で
ぁ
る
か
'?
>
.で

ぁ
る(

第 

1
號
所
述
參
照)

’。
斯
の
如
'ぐ
な
.る
が
故
に
菩
人
は
此
の 

點
に
於
.て
も
ミ
ル
、
の
所
說
.に
賛
成
す
る
こ
と
は
出
來
な 

い
の
で
あ
る
。
‘

—

ニ
、S

m
itH

 :—
\
y
ealtIl  

of N
a
t
io

n
s
.  

A
sh

le
y
u
s  

E
d

.v
E

C
O

?
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'
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四
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'

.

'
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レ

-
■
.

旣
に
地
代
に
し
で
前ri

項

に

述

べ

S

 

のI 

_項

目

，ど

し
.‘て
代
價
の
ヤ
に
包
含
せ_.ら
.る
V
も
の
、な 

i

す
れ
ば
ゝ
.地
代
.の
分
量
が
變
動
す
れ
ば
他
の
事
情 

の
變
ら
ざ
る
限
b
.必
ず
生
產
物
の
代
價.に
V
變

動

を

：來
 

す
箸
で
あ
る
。.即
時
に
直
接
に
代
價
に
變
動
を
來
すr 

い
ふ
.の
.で
は
な
‘く
" 

• 土
地
生
産
物
の
供
給
の
變
動
な
る 

咿
間
現
象
を
通
じ
て
間
接
に
代
價
に
變
動
を
來
す
ベ

き 

'で
あ
る
。
思
ふ
.に
.地
代
の
變
動
は
2

)
代
«
の
«
動
か 

ら
も
來
0
1)

«
用
の
變
動
か
ら
?>
■.生
じ
又
，

(
一
二)

貸
借
當 

_
潜
の
交
涉
の
み
に
ょ
つ
て
も
生
ず
る
の
で
あ
る
が"
 

此
の
中(

一
)

の
場
合
は
地
代
の
變
動
以
前
に
於
て
晚
に 

代
價
が
變
動
し
て
居
る
の
で
あ
る
か
ら
地
代
の
代
價
に 

及
ぼ
す
影
響
を
論
ず
る
此
の
議
論
の
範
圍
內.に
.は
.入
ら 

な
い
、
此
の
識
論
の
範
圍
に
入
る
も
の
は
代
價
の
■變
動 

を
離
れ
て
猢
立
.的
に
地
代
に
變
'動
を
來
し
得
る
換
言
す 

れ
ば
地
代
の
a
變
す
る
'

(

一I) ： (

ニ一)

の
場
合
の
み
で
?> 

る
9
是
等n

、

つ
の
場
合
に
於
て
は
芷
に
代
價
に
影
響
す

ベ
き
で
あ
る
-°
.

〖

然
:̂

に
此
の
點
に
就
て
は
種
々
な
るM
- 

論
3>
る
を
發
見
す
る
。
⑴
地
代
は
生
產
费
の

一

頊
目
れ 

ぅ
^
明
言
し
其
の
所
論
を
推
し
て
行
け
ば
代
價
の
騰
貴.
 

を
離
れ
て
地
代
の
增
加
し
得
る
こ̂
を
認
む
る
_
論
を 

な
し
な
が
ら
而
.も
後
段
に
至
つ
て
は
地
代
は
代
價
に
影. 

響
し
な
い
と
云
つ
て
居
る
者
が
あ
る
。

ス
ミ
ス
は
興
の 

1

人
で
あ
る
。
又
⑶

一
方
に
於
て
明
言
は
し
て
居
な
い 

が
其
の
所
論
を
推
し
て
行
け
ば
代
價
の
騰
貴
を
離
れ
て 

地
代
の
僧
加
す
る
場
合
を
觀
め
す
此
の
點
ょb
し
て
a 

代
は
代
價
に
影
響
せ
ず
ビ
論
じ
、
他
方
に
於
て
地
代
を 

免
除
し
て
も
代
價
の
下
落
を
來
さ
な
い
と
論
じ
、
結
局 

地
代
に
は
全
然
代
價
を
動
か
す
力
な
しi
な
ひ
て
居
る 

者
も
あ
る
'。
リ
カ
ト
ド
.
1が
そ
れ
■で
あ
る
。
又
作
農
產 

物
に
就
て
は
地
代
は
一
被
に.生

^

#

に

入

ら

ず

從

つ

て
 

地
代
免
除
は
代
價
を
下
落
せ
し
め
な
い

VJ

論
じ
な
が
ら 

法i
：

を
以
て
地
代
を
增
加
せ
し
め
れ
場
合
に
は
代
價
を 

騰
貴
せ
し
め
i

論
じ
、
il
つ
1
'業
生
產
物
に
於
\
は 

地
代
は
代
價
に
入
る
s
ir
A
て
恰
か
も
地
代
の
增
減
が

f
I
hI
KKk

'代

谓

に

影

響

を

與

へる

ミ

な

し

て

居

る

や

う■に

見

^

る 

-漭

も

あ

る

。

ミ

ル

が

即

ち

そ

れ

。

而

し

て

最

後

に

吾

人
 

.は
(4
)
地

代

の

免

除

又

は

引

下

は

代

價

に

.影

響

し

な

い

け
 

:

れ

と

も

興

の

引

上

は

代

價

に

影

響

す

る

^

論

す

る

說

に 

も

出

逢

：
つ

れ

'

ぞ

れ

は

東

京

帝

國

大

學

の

山

崎

败

士

の
 

主

張

に

係

る

も

の

で.6
,る

。
以

下

順

次

是

等

の

所

說

を
 

紹
介
批
評
.し

て

見

や

う

。

.
： 

s

ァ

ダ

ム

へ•
ス

ミ

ス
.日

く『

土

地

生

產

物

は

之

を

市
 

圾

に

齋

ら

す

に

耍

す

る

資

本

ヒ

普

通
.の

利

潤W

を

藉

通 

の
.代

價

に

ょ
6

て
_

收

し

得

る

が

如

き

部

分

の

，
み

，
市

場
 

.
に

提

供

せ

ら

る

、

を

常

ビ

す

る

。
.若

し

普

通

の

代

®

に 

■じ

て

右

の

程

度

以

上

に

上

，名
e
き

は

典

の
差
額
.は
地

代 

ど

な

う

、

そ

れ

以

下

に

下

る

、̂

き

は

假

令

市

場

に

搬

出
 

せ

ら

る

.、S
も

地

主

を

し

て

何

等

の

地

代

を

も

取

得

せ
 

し

む

る
を
得
な
.い
o
代

價
！

£

を
れ
以
上
.‘な

る

や

そ

れ
以 

卞
な

る

や

は」

に
需
要
に
よ
.る
。
：

.

土
地
生
產
物
の.中
.に
ほ
常
に
市
場
へ
搬
出
す
る
に
要 

す
.る
费
用
以
上
の
代|1

を
.得
る
も
：の1

必
ず
し
t

然
ら

ざ
：る
も
の
^
}あ
.る
？
前
翁
は
常
に
地
代
を
生
じ、
' 後
者 

は
を
の
場
合
に
從
つ
て
地
代
を
生
ず
る
こ
とV
生
#
ざ 

る
ご
o

あ
る
6

故
に
地
代
は
貨
物
代®
'の
構
成
分
子
i
な
る
に
も
勞 

.銀
や
利
濶
の
場
合
ど
は
其
の
趣
を
興
に
し
て
居
る
こ
ビ 

が
觀
取
さ
れ
る
。
參
m
及
び
.：利
聰
の
高
低
は
代
惯
の
高 

低
を
來
す
の
原
因
ミ
な
：る
、
而
し
て
地
代
：の
高
低
は
代 

價

高

低

の

：結

果

.で
わ
る
‘。
代
惯
の
i«
低
如
何
は
貨
物
を 

市
場
に
，齋
ら
す
爲
め
に
要
す
る■勞

龈

及

^

利

澗

の

高

低
 

如
何
：に
ょ
る
。
然
し
地
代
の
高
き
か
低
き
か
又
は
皆
無 

な
セ
か
.は
代
偾
が
是
等
の
勞
銀
利
澗
を
支
拂
ふ
に
难
る 

以
上
に
遙
か
に
高
き
か
少
し
ぐ
高
き
か■又
は
之
i
等
し 

き
か
に
ょ
る』

^
。
.

(

註
十
二) 

o
.

.

:

•之
に
ょ
>つ
：て
見
.れ
ば
ス
4
<ヌ
.は
地
代
の
分
1:
は
代 

價
變
動
_の
結
.果
i
し
^
初

め

：，て

變

動

す

る

■も
の
で
*
る 

1
.い
ふ
見
地
か
ら
論
^
て
居
：る
0
だ
か
ら
、
地
代
®
變
. 

の
：揚
合
を
論
^
て
璋
る
0

‘で
：は
な
か
？
斯
く
地
代
自
變 

.

.
0場

合

：
ょ

飞

：で

匁

く

地

代

他

變

：の

'場

合
.か

ら

：
じ

て

.
論

中

笫

十

怨(

八
四1

3
雑

錄

地

：
代

槪

論

第
六
贼

1 〇
1



.
第

十

费

四)」

雑

錄

地

代
.

論̂
，

‘

る

な
6
獲

て
”ス

ミ
,ス

ぼ

：限

ち

中

何

人

是

雖

も

词

様

の

. 

結
»

^
達
甘
ざ
，る
を
得
な
；い
の
で
あ.つ
て
、
.
.ス
ミ
ス
i
 

し
て
‘は
常
然
か
も
知
.れ

ぬ

.
が

是

れ

で

は

吾

人

の

硏

究

す
 

る
聞
題
に
觸
れ
て
居
な.い
。
然
&
ば

.4
暫
& 
く
ス
.ミ
ス
、
 

の
此
の
見
地
を
離
：れ
て
其
の
所
論
の
全
體
の
上
か
ら
考 

へ
て
晃
れ
ば
地
代
自
變
の
場
合
が
ゎ
る
か̂
云
ふ
に
、 

地
代
の
分
量
は『

地
主
；が
±
地
改
&
の
爲
め
' に
役
じ
た 

も
の
に
比
例
す
る
に
あ
ら
す
、
又
そ
の
•投
じ
得
る
名
の 

に
比
例
す
る
に
も
あ
ら
ず
し
て
實
に
借
地
人
の
支
挪
ひ 

得
る
限
度
に
比
例
す
る.

j

 (

独
十
三)

の
で
あ
つ
て
可
能
，的 

最
高
限
度
に
定
め
い
れ
る
の♦た
^
云
ふ
ス
ミ
ス
の
說
に：
. 

從
へ
ば
、
若
し
费
用
に
減
少
を
來
し
て
借
地
人
の
利
得 

梢
®
す
る
y
 J 

i
あ
り

f
cせ
，
ば

地

代

は

直

ち

に

此

の

费

兩
 

減
少
の
後
を
追
ぅ
て
增
加
を
來
す
べ
.き
で
あ
る
か
ら
し 

て
1
地
代
自
變
の
M

ロ
が
あ
る
ビ
云
は
な
け
‘れ
ば
な
ら 

ぬ
。
然
る
に一

.

步
を
進
，め
て
.ス

ミ
ス
•
'
の
所
論
か
ら
引

出
 

さ
れ
た
る
此

の

地

代自
變
の
場

合

に

：
は
そ
は
代
價
に
影 

響

を

與

へ

得

：る

や

；

小：；

や
-NJ

考

ふ

る

に

、

ス

ミ

ス
說
に
へ
ょ

.

,  

S
 ハ

號

l
o

l
l

.

れ

,«
此

谓

に

影

響

を

與
-%
.得

な

^

す

云

は

な

け

れ

ば

な
 

&
料
。
' 

'
何
i
な
れ
1

代
が
常
‘に
可
能
的
！̂

限
度
に 

あ
.る
の
結
果
^
レ

ズ「

利

潤

：ば

常̂.'1

定
の
率
を
保
つ」 

に
過
ぎ
す
、
，從
つ
て
他

の

事

情.0
^
ら
ざ
る
限
り
は
地 

代
增
加
す
る
も
生
産
物
の
#
要
供
給
は
は
何
等
の
變
動 

|

を
も
來
す
こ
^
は
な
：V
か
ら
で
あ
る
。
か
く
疋
當
な
道 

炉
ぶ
考
ぺ
て
見
て
も
地
化
の
增
減
は
何
等
代
惯
に
影
響 

j

を
'與
ふ
.る
所
な
し
と
い
ふ
結
論
に
達
す
る̂
す
れ
ば
、

ス
i

ス
の
結
論
は
並
し
い
も
の
す|
|
め
.て
可
な
る
や
资 

や

、
予
は
然
か
思
は
な
い
。
此
の
結
論
の
前
提
た
る
、 

地
代
の
分
摄
が
常
に
借
地
人
の
支
拂
ひ
得
る
最
高
限
度 

に
定
ま
り
常
に
.

一

足
率
の
利
®
を
得
る
に
過
ぎ
な
い
ど 

な
す
論
を
承
認
し
な
い
こ
と
前
號
^
述
べ
だ
如
く
で
あ 

|
る
，.か
ら
で
あ
.
る
。
'

.

ス
ミ
ス
'
は
地
代
は
生
產
费
.に
入
る
け
れ
ど
も
勞
銀
や 

利
潤
が
生
產
養
.に
入
る
の
^
は
其
の
趣
を
異
に
し
て
居 

る
と
云
ふ
け
れ
ど
も
決
し
て
そ.ぅ
で
は
な
，い
、
地
.代
の 

自
變
せ
ざ
る
場
合
と
勞
銀V:
利

：濶

：
の

自

變

す

る

場

合

i

を
比
較
す
れ>

ば
こ
そ
兩
著
は
當
然
そ
の
趣
を
興
に
す 

れ
、.地
代
自
變
0
場
合
S 

.
勞
鈒
_
利
潤
の
自
變
0
場
合
と 

を
比
較
す
れ
ば
雨
者
は
全
然
同
欉
の
關
係
に
立
つ
こ
ぐ

J 

に
な
る
。
即
ち
地
代
が
上
れ
ば
他
の
事
情
の
變
ら
ざる 

限
り
、は
供
給
の
減
少
を
來
し
て
代
惯
を
騰
貴
せ
し
めZ
 

る
、
之
ビ
同
售
に
勞
廉•利
子
が
上
れ
ば
他
の
事
’情
の
一 

變
ら
ざ
る
限
ぅ
供
給
の
減
小
ノi
な
り
て
代
價
の
騰
貴
を 

來
す
の

で
あ
る
：。
斯
く
云
べ
ば
代
價
に
及
ぼ
す
地
代
の 

影
響
は
需
給
關
係
0
,變
動
を
通
じ
て
行
.は
る
、
間
接
の 

作
用
に
過
ぎ
な
；い.で
は
'̂
い
：か
と
.：

考
が
ゎ
息
.か
も 

知
れ
ぬ
。.：然
り
作
用
影
響
は
常
に
間
接
で
あ
る
、
勞
銀 

利
子
の
®
合
i
.て
も
同
樣
で
直
接
に
代®
に
影
響
す
る\ 

こ

あ

り

得

な

い
°
抑
々
生
產
费
が
.斯
ぐ
な
つ
れ
か
一 

.
-:
5
>狀
.價

が

直

接

に

高

く

な

；
つ

^
の
.で

は

な

，く
"
供

給

減
. 

少

し

，
て.
4
騰̂
貴
し
か
く
て
高
き
生
產
费.の

投

.
入

が

可
 

能
ミ
^
ヵ

促

進

せ--
&
る
S
に
外
な
ら
な
い
：の
で
あ
る:0 

.故
に
勞
餵
や
刺
子
が̂

產
餐
に
入
る
こ
ビ
'を
認
む
4

m 

Jl
't
t
、
之
机 

4
同
樣
^
地
代
^'in the: 

s
a,/
B
-n
>
-
^
^
A
M

部
l
 

(

八
四
^

雑

錄

，
地
•代
卿
餘

费
に
入
る
'̂
云
.は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

要
す
る
に
'メ
ミ
ギ
は
地
代
自
變
の
場
合
か
ら
出
立
し 

得V

か
り
し
R
も
拘
は
.ら
ず
然
.か
せ
ざ
办
し
が
故
に
她 

代
は
代
價
に
影
響
せ
す
生.產
费
に
入
ら
ず
ど
い
ふ0
0 

に
達
し
た
の
は
當
锻
の
誤
り
で
ぁ
る
。
然
し
假
令
地
代 

自
變
の
場
合
か
ら
出•立
し
たV」

し
て
も
彼
の
他
の
部
分 

^
於
け
る
所
說
に
災
せ
ら
れ
て
矢
張&
同1

の
結
論
に 

達

せ

ざ

る

を

得

な

か

つ

た

の

で

ぁ

る

.0
罟

人

は

そ

の

所
 

論
の
前
半
に
於
て
地
代
は
生1產
費
に
入
■る
ビ
疋
し
く
諭 

じ
な
が
ら
後
华
に
至
つ
て
は

1

.«
し
て
.地
代
は
代
價
を 

動
か
^
の
力
,̂
.し
i
論
じ
た
る
，ス.
ミ
ス
を
ば「

彼
は
そ 

の
蒼
書
の
‘1

部
に
於
て
否
龙
す
る
か
の
如
く
に
見
え
れ 

.る
眞
裡
を
ば
他
の
部
分
に
於
て
は.

anticipate

し
た
る 

な
ら」

.

.

(

驻
十
遞
ー
i
sc
.つ
て
、
タ
カ—

ド
1
.の
攻
擊
；tl 

對
し
弋
辯
饞
し
て
屑̂

マ
丨
シ
ャ
^

i
{

ス
の
誤 

を

課

と

認

め

ざ

の
.み
な
ら
ず
之
i
同
欉
の
誤
れ
名 

說
を
述
ベ
_て

居
名

®
十
,

の
を
».
見
す
る
.の
«
遺
槭
ミ 

す

^
所
で
^
:な
。

'ぃ
”—

.:

.

ハ
'
:
:
'
;
:
.

へ
.

へ

《 

第

六

號

」

〇
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四
六〕

.

射
，

絲

ノ
il
L
:
.
代
傲
.
.
^
:
.

, 

.
^
w
一.
次
れ
リ
：5
1
:ド
：J
の
所
說
を
窺
は
ぅ
。
^

0
 

<

『

原
料
品
の
代
價
の
騰
貴
す
る
の
は
最
後.に
#

ら
^
 

S
.部
分
®
生
.靡
に
®
す
る
勞
働
.が

增

加

す

る

.
か

ら

で

あ
 

つ
て
、g

ま
に
地
代
が
支
拂
は
れ
る
か
ら
で
は
な
いo 

穀
物
の
代
價
は
何
等
の
地
代
を
も
支
拂
は
ざ
る
程
度
の 

土
地
：に
於
て
し
又
は
資
本
を
以
て
す
る
生
齑
に

.

投
せ
ら 

る
S
勞
働
の
分
量
に
よ
つ
て
定
ま
る
も
の
で
あ
る
。
穀 

物
の
高
®
な
る
は
地
代
が
支
拂
は
れ
る
か
ら
で
は
な 

い
、
穀
物
が
高
價
な
る
が
故
に
地
代
が
支
拂
は
れ
る
の 

で
あ
る
....

：
•

』

ヒ
@
十
，§
。
•之
れ
に
よ
つ
て
見
.れ
ば 

リ
力ー

ド一

も
亦
,
ミ
ス
S
同

じ

く

地

代

の

變

働

，
が

穀 

偾
の
變
勸
よ
り
生
ず
る
地
代
他
變
の
場
合
を
述
ベ
れ
も 

の
で
あ
つ
て
、
地
代
は
穀
惯
に
影
響
せ
す
と
い
ふ
結
論 

に
：到
達
す
る
の
は
！

H

然
で
あ
る0

然
ら
ば
代
價
變
動Q

 

結
果
れ
ら
す
し
て
地
代
の
獨
立
に
變
勸
す
る
場
合
か
ら 

出
立
し
て
此
の
1

.
に
對
し
耜
な
ら
ば
梁
し
.て
如
何
ぐ 

ぃ
，̂

じ
、
悲
し
‘い
m
り
氏
|
|
.を

，«|
し

て

行

け

ば

斯

ゐ

地

 ヾ

代
0
自
變
は
增
加
の
方
而
^
於
沈
は
起
り
得
な
い、

M

奶
六
號

5

四

し

襄

矿

も
^
ベ
だ
如
く
？
氏
に
ょ
れ
ば
代
價
は
最
高 

生
*
费
で
宛
球
る
0
:で
、:.
慠
高
钜
產
费
の
堦
減
は
即
呤 

に
§

沿
»
減
を
伴
ふ
其
の
»
^

ビ
し

.て

、

假
令
®
高
. 

生
.產
S
が

：減

少

し

て

：現

在

0
代
®
ビ
の
'間
に
從
來
以
上 

の
差
額(

地
代
た
る
..ベ
き
も
の)

を
生
'す
る
と
も
忽
ち
代 

價
低
落
し
て
從
前
i
同
じ
羞
額
を
存
す
る
に
過
ぎ
ざ61 

狀
態
.に
•導
く
炉
：ら
で
わ
る
。
限
界
生
逄
に
於
て
は
地
代 

は
支
拂
ひ
得
な
い
の
：だ
：か
ら
地
代
に
變
動
を
來
す
箬
は
. 

な
く
、
優
等
生
産
^
於
て
は
*

用i
代
®
ヒ
の
差
額
は 

悉
く
地
代
^
な

る
:̂
差

額

は

常

に

同

ヤ

な

り

と

い

ふ

と
 

に
な
る
か
ら
で
心
る。
> リ
获
の
見
地
ょ
‘り
す
れ
ば
代
® 

の
騰
貴
を
離
れV

1

に
'地
代
の
it
加
し
#
る
場
合
は 

■V
い
の
だ
か
ら
し
て
、

地
代
增
加
が
代
價
ね
影
響
を
與 

へ
る
こ
S
杖
考
.へ
，得
ら
る
：、

®
が
な
い
。
.玆
に
於
て
か 

她
代
®
嫌
の
場
命
を
ば
減
少
の
方
而
に
於
て
求
ひ
る
の
：
 

外
は
な
い
の
で
わ
カ
、
而
し
て
之
は
可
能
で
あ
る
、
何 

i
u
れ
Ir
x
地
主
-̂
代
價
^
變
動
.
';
$
き
場
合
に
於
て
も
好 

意
を
以
て
地
代
を
^
除
^
又
は
之
を
減
額
し
て
や
る
こ

?
も
出
來
る
か
ら
で
ある
，。
然
ら
、ば
リ
氏
は
此
の
場
合 

は
如
何
に
#

ベ
て
居
る
か
。
リ
氏
は
右
に
引
用
し
た
所 

に
引
續
い
て
述
ベ
て
日
く

『

地
代
拂
は
る
、
が
故
に
，穀 

偾
高
き
'に
あ
ら
ず
，穀
價
高
き
が
故
に
地
代
が
支
拂
は
.る 

、
の
で
あ
る
。
故
に
地
主
が
地
代
の
全
額
を
免
除
す
る 

.も
穀
價
に
何
等
の
下
落
を
來
さ
な
い
ビ
云
ふ
説
は
犯
當 

で
あ
る
。
地
主
の
地
代
免
除
は
單
に
農
民
を
し
て
紳
士
'
 

的
生
活
を
營
む
を
得
し
む
る
に
過
ぎ
ず
し
て
最
劣
等
地 

に
於
て
要
す
る
勞
働
の
分
量
に
何
等0

減
少
を
も
來
す 

こ
ヒ
は
な
い』

(

#
:十
七
} V

J。

是
れ
粜
し

て

，是

認

し

：得

る 

所

な

る

ゃ

。

リ
カ
ー
ド
ー
は
、

代

價

は

最

高

生

遼

费

，
で

定

ま

を

、
： 

然

る

に

地

代

を

免

除

し

て

も

此

の

最

高

生

產

费

は

，減

少 

し
な
い
，故
に
地
代免
除

ば
代
價
を
低

落

せ
し
め
な
い
、

.ど
論
中
る
が
、

若
し
供
給
の
分
量
が
增
加
す
れ
ば
假
令 

■最

高

生

產

费

は

減

少

せ

ず

ビ

，
^
代

値

は

低

落

す

る
.で
は 

あ
る
ま
.い
か
ト
そ
の
結
果̂

:
.し
て
.從
來
.の
■敢
高
生
產
費 

を
喪
す
る
部
分
は
損
失
：に« '
^

ず
し
て
生
逄
を
や
，め
：る

站

十

卷

(

八
四
七〕

雑

錄

地

代

.概

論

か
.
&最
高
生
產
费：

は
從
來
ょ
^

On

も
低
落
す
る
.で
は
あ
^

.

ま
い
か
。
.ジ
力
I
ド

1
は
供
給
め
滑
加
ば
最
高
生
產
避 

の
僧
加
に
ょ
り
て
の
み
可
能
で
あ
る
考
ベ
る
か
も
知 

れ
ぬ
が
、
最
高
生
產
費
の
增
加1C
よ
ら
ず
し
て
も
供
給 

增
划
す
る
こ
ど
が
出
來̂

の

で

，
あ

る

、

何

VJ

な
れ
ば
地 

.代
免
除
の
爲
め
に
费
用
減
じ
.收
益
增
加
し
た
る
部
分
の 

生
産
者
は
，生
産
の
鱗
張
を
行
ふ
が
ら
で
わ'る
。
リ
氏
は 

地
代
を
免
除
.さ
れ
れ
る
農
民
，は
爲
'め
に
得
れ
る
餘
裕
を 

ば
生
活
程
度
の
向
上P
振
>
向
け
る
の
み
で
生
，產
櫥
張. 

.の
■資
に
供
す
る
こ
ヒ
は
な
い
匕
考
へ
て
居
る
や
ぅ
で
あ 

•る
け
れ
ど
も
、
借
地
人
に
し
て
苟.もj

種
の
企
業
と
し 

て
農
業
を
行
ふ
限
9
は
地
代
免
除
忙
.ょ
'る
.利

澗

增

加

に
 

:

刺
戟
せ
：ら
れ
て
一
層̂

產
«
§1
を
行
上
で
は
あ
る
ま
..
 ̂

か
。
果
し
て
ご
れ
が
：行
は
れ
得
.る
と
す
れ
ば
供
給
if
.加 

し
代
债
は
爲
め
に
下
落
を
來..さ
ぃ
る
を
：#
、な
い
の
で
あ 

る
。
尤
も
此
の
點
に
就
て
は
，フ
ラ
ッ
ク
ス
は
、

借
地
人 

は
斯
名
場
合
！̂
,は
生
：產
獷
張
.を
行
は
ず
じ
.て
土
地
所
有 

權
0
獲
得
.：に
^
め「

る
.か
ら
供
給
^g.

せ
#
代
惯
下
落
せ

,

%
六
® :

:
.
:
1
〇
3£
:
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雜錄地代
概論

ずW
.

云
つ
て
居
：る
'が(

独
十
八5

吾
人
は
之
れ
^
賛
成
し
な 

い
。
蓋
し
地
代
を
免
除
：さ
れ
れ
場
合
に
は
借
地
人
《
土 

地
所
有
權
な
く
し
.て
而
：も
土
地
所
有
權
に
#

ふ
利
得
を
：
 

收
.め
る
こ
ぐj

が
出
來
.る
，の
で
あ
つ
て
，
所
有
權
の
有
無 

は
耕
作
«

の
利
得
'に
は
毫
も
影
響
す
る
所
は
.な
い
。
故
，
.

に
地
代
の
免
除
が
；短
期
間
に
限
ら
れ
而
も
爲
め
に
受
く

 

\ 

る
利
益
の
僧
加
が
以
て
土
地
所
布
權
を
獲
得
す
る
に
足 

'
る
場
合
に
は
或
は
之
を
直
ち
に
そ
の
方
而
に
向
け
る
か
一 

も
知
れ
な
V
が
、
永
纖
的
に
免
餘
さ
る
、
限
ぅ
は
誰
か.
 

好
ん
で
有
無
相
關
せ
ざ
る
所
有
權
の
漉
得
に
力
め
る
も
一 

の
ぞ
。
吾
人
は
借
地
人
は
利
得
增
加
に
刺
戟
せ
ら
れ
、 

地
代
免
除
に
ょ
つ
て
增
加
し
れ
る
利
得
部
分
を
以
て
生 

產
搬
張
を
行
ふ
も
の̂

信
す
る
。
又
地
代
の
免
除
が
短

\ 

期
間
に
限
ら
れ
れ
'る
場
合
に
於
て
も
爲
め
：に
生
ず
る
利 

得
增
加
が
僅
少
に
し
.て
以
て
土
地
所
有
權
を
獲
得
す
る 

に
见
!)
■
■な
-い
と
き
は
、一 

U
M

も
！！：

十

く

所

有

權

を

獲

得

す

： 

る
の
日〗

に
達
せ
む
が
た
め
に
利
得
の
增
加
を
志
し
先
づ 

以
て
生
活
程
度
を
高
む
：る
代
り
に
生
產
を
*
張
す
る
.も

.幣
六
號
.

L〇
六
、

の
S
思
：ふ
^
何

れ

に

し

て

.も

地

代

が

免

除

せ

ら

る
 

き
は
代M

は
緖
局
下
落
せ
ぎ
.
.る
.を
#
な
い
と
考
-へ
る
も
. 

0
.で
5>
る
。
'
:

' 

:

'之
を
要
す
る
，にソ

力
.
1
ド
Iが

*"

.地
代
の
自
變
は
5 

上
の
ガ
ま
で
は
起
り
得
な
-い
か
ら
地it
增
加
は
代
惯
に 

影
響
は
な
い
S
考
へ
れ
の
«
リ
氏
ミ
し
て
は
當
然
の
筋 

道
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
：誤
つ
：て
居
る
。
又
引
下
の 

方
面
に
於
て
は
地
代
は
自
變
し
得
る
が
？
そ
れ
は
代
價 

に
影
響
は
な
い
ビ
考
へ.た
の
は
>
代

價

は

.
最

高

生

產

薇
 

の
.
增

減に
よ
.
つ
て

の

：み®
動
し
得
る
.
考̂
へ
'代
價
が
供 

給
の
'增
減
に
よ
つ
て
變
動
し
#

る
こ

VJ

を
忘
れ
れ
か
ら 

で
あ
つ
て
>
*
は
リ
ヵ
ー
ド
ー
の
立
場
か
ら
見
て
も
當 

然
の
結
論VJ

は
云
は
れ
な
い
。
況
ん.や
正
し
い
說
S
は 

猶
萸
に
云
そ
5
Jが
出
來
な
い
の
：で
あ
る
。

•
S

次
は
.ミ
：ル
の
說
で
あ
る.。
日
'く

『

要
す
る
に
地 

代
は
地
主
■を
し
て
自
然
的
利
益
の
優
秀
に
.よ
 

>
て
生
ず
. 

を
凡
て
の
過
剩
利
得
を
取#
せ
し
め
：̂

輯
々
なる
農
業
. 

資

本

の

利

濶

：を

苹

等

な

;e
>
'
し

む

る
b

過
ぎ
な
い
。
假
令

.
凡
て
の
地
主
が
‘
一
齊
に
地
代
を
免
除
す
る
ビ
も
そ
は
唯 

農
業
潘
の
手
に
地
代
を
移
す.の
み
で
毫
も
消
费
者
.を
利 

す
る
こ
ビ
は
な
い
、何
^
な
れ
ば
现
在
の
代
價
は
依
然 

V
J

し
て
现
在
の
仉
給
部
分
を
生
座
する
に
必
要
な
る
條 

#

た
る
べ
く
、
若

し1

部

が

此

の

，
代

價

を

#-
れ

ば

全

部
 

'同一

代
惯
を
得
ベ
き
で
あ
る

か

ら

で

あ
る

。
钕

に
地
代 

は
勒
限
的
法
律
に

ょ
り
て
増
加
せ

ら

る

、

に̂-
ら

ざ
れ 

ば
毫
も
消
费
者
‘の

:^

檐
(£

な
る
こ
ビ
は
な
い
、
地
代
は 

代
^
^
を
一
尚
め̂

い
.* •  

. 
f
lclf
e

十
九〕

^
。

之
に
ょ
つ
て
見
れ
ば
ミ

ル
は
地
代
自
變
の
場
合
を
‘ば 

主
ど
し
て
免
除
の
場
合
の
み
ど
考
へ
て
此
の
‘場
合
に
は 

.代
惯
に
影
響
は
な
い
が
"
前
記
.の
如
く
例
外
的
に
法
律 

に

ょ

り

て

地

代

を

增

加

し

：

た

場

合

に

は

影

響

が

わ

る

‘
ビ 

云
つ
て
居
る
。
所
で
、
i

ル

が

地

代

を

免

除

し

'
て

も

代
 

價
に
影
響
な
し
と
す
る
理*

S

 VJ.

し
‘て
現
花
0

代
價
は
現 

&

の
#

給
に
は
'必
要
條
件
で
ぁ
る
-5
.々

ミ
述
べ
そ
居
を
. 

ぞ
の
現
在
の
代
價
並
に
現
在
の
昏
給
な
る
も
の
に
し 

て
、
游
し
も
地
代
の
免
除
さ
れ
«
る
そ
の
時
に
於
け
る 

馆
十
海
ぺ
八
四
九
ド
雜
、
錄

.地
代
概
論

代
價
並
に
：供
給
量̂

い
.ふ
の
意
味
な
-

OS
ビ
，
せ

ば

、

勿

論
 

代
價
■•に
影
*
が
あ
る
普
は
な
.い
か
ら
ミ
ル
の
結
論
は
リ 

ヵ

ー

ド

ー

の

：
結

論

V

同

穰

な

意

咏

に

於

て

常

然

，で
あ
る
ハ 

然
し
な
か
ら
若
し
も
地
代
の
免
除
さ
れ
た
る
時
以
雙
に 

.於

け

：る

現

在

？

同

程

度

の

.
代

惯

及

び

供

給

最

ど

い

ふ

意
 

.味
な
b
ビ
' せ
ば
果
し
て
如
何
。
吾
人
の
皿
ど
す
る
所 

に
&
.係
0
‘?>
.る
の
^
此
の
意
味
：に
於
け
る
も
の
で
あ
る 

力
.
現
在
に
於
け
る
.
同̂
.一
分
.量
の
.供
.給
を
維
持
す
■る 

が
た
め
に
は
將
來
に
於
ける
代
價
は
瑰
在
ょ
り
も
低
落 

一
す
る
.こVJ

を
許
さ
な
い
.で
あ
も
ぅ
か
。
予
は
地
代
が
免 

除
.さ
れ
作
る
以
後
に
於
て
は
.現
在
ビ
同
じ
供
給
量
を
維 

持
ず
る
'が

た

，
め

に

は

代

價

が

现

在

，

VJ

同1

程
度
に
在
る 

へ
を
必
婪
i
し
な
い
、
，
代
©
が
低
落
じ
て
I
必
ず
し
も
供 

給
は
減
少
し
な
い
ヒ
考
べ
るq
何
ど
な
れ
ば
.地
代
を
免 

.除
さ
れ
た
る
者
a
そ
れ
だ
け
生
座
®
を
減
じ
得
た
る
_
 

で
あ
つ
て
：.
|層
低
價
に
て
も
利
益.を

：減

少

す

る

^
;
な

く 

，
供

給

し

得

る

か

ざ

.で

.あ

名

。
ふ
、
：
ル

が

法

#
に
ょ
つ
て
地
. 

代

を

增

加

し

れ
'場
合
に
«
代
1
.に
影
響
す
ん
云
=つ
た
そ

.谘
六
破

2



奶
十
猪
，(

A
3L
0)

錄

‘

地
代
，概
論

笫
'山
ハ
锁

5

八

の
代
價
な
る
.も
の
も
，
右
ん
同
樣
に
將
來
に
於
け
る
代 

僧
を
意
味
し
|2
の
1?
.
1け
：れ
ば
意
味
を
な
さ
な
い。
'
缚
 

代
を
植
如
し
ル
時
に
於
け
る
代
價
に
就
て
云
ふ
な
ら
ば 

影
1
な
き
こ
と
は
云
1

1
で

も

な

い

。

此

の

點

‘
、
、
^

の 

思
想
は
交
2
豸
灕
し
て
居
れ
の
で
は
あ
る
ま
い
か。

»
. 

ミ
火
は
法
#.
に
ょ
つ
て
地
代
を
增
加
し
れ̂
き

は
.代
價
. 

U
影
響
す
る
i
云
つ
て
居
る
が
^
法
#
が
地
代
の
引
上
. 

を
命
す
る
や
ぅ
な
こ̂

が
あ
る
で
办
ら
ぅ
，

g

、
尤
î

ミ 

\

は
地
代
の
分
量
に
就
て
は
代
價
の
；勞«

•利
潤
を
超
：
 

過
す
る
部
分
は
悉
く
地
代̂

な
^

^
云

.
つ

て

居

る

か

ら
 

S
一一

十〕

、
强
制
的
に
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば.地
代
?1
上 

の
餘
地
な
し
ど
考
へ
て
右
の
如
く
云
つ
た
の
で
，あ
る
.か 

も
知
れ
ぬ
が
、
地
代
の
引
上
は
貸
借
當
事
者
間•の
任
意( 

樊
約
に
，ょ
つ
て
行
は
れ
る
こi
前
號
に
論
じ
ね
如
ぐ
な 

る
の
み
な
ら
す
、
吾
人
日
常
見
聞
ん
'て
居
る
所
で
あ
つ 

re
、
法
律
は
何
等
か
の
理̂|
に
.
ょ

り

て

地

代

の

引

上

を
 

禁
止
又
は
制
限
す
る
こd
ヴV
そ
あ 

> 得
る
か
も
知
れg

 

>̂
.
其

の?!
上

を

^

ず

る

こ
^
:は

な

いi
考
へ
ら
れ
る
、
.

S
M

令
が
.
.
N

る
.場
合
あ
り
^
す

る

•
.
も

極

め

て

例
外
^
有
な 

場
合
‘で
あ
，

る
"
'
.
.

故
に
任
意
契
約
に
ょ
る
地
代
引
上
の
場
，
 

合
を
1

般
的
の
場
合
も
認
め
て
地
代
增
加
は
代
價
に
影 

# .

ず
^

^

ふ
べ
’き
で
.あ
.る
/>

'

次

に

.
、
、
、

\

は
’
前
.項
に
.も
述
ベ
た
如
く、，
’代
價
は
生 

產
«
で
®
ま
る
が
農
業
生
產
物
の
場
合
に
は
地
代
は
を 

の
生
產
费
の
.中
へ
入
.&
.
g
.
’

エ
.業

生

產

.

の

場

合

に

は
 

生
產
漿
の.中
へ
入
る
e

云
つ
て
居
る
。
而
し
て
農
業
の 

場
合
に
ば
地
代
免
除
は
代
價
.に
影
響
を
與
へ
な
、い
ど
云 

つ
て
居
る
.
こ
ビ
右
の
如
く
な
る
が
故
！

2/

明
言
は
し
で 

居
^

な
.い
け
れ
ど

も

之
か
ら
推
し
て
考
ふ
れ
ば
、

ミ 

ル
は
エ
桊
の
場
合
にW

少
く
ビ
も
地
代
免
除
は
代®
に 

影
響
す
る
ビ
考
へ
た
と
見
て
差
支
あ
る
ま
い
。
或
は
地 

代
の
引
上
も
代
價
に
影
響
す
る
ど
考
へ
れi

見
て
差
支 

あ
る
ま
い
。
而
.も
ミ
火0
說
を
前

後j

賞
し
た
も
の
 ̂

見
る
ビ
き
は

現
在
の
代
價
'，に
影
響
す
る̂

考
へ
た
と
な 

し
て
ん
不
可
で
は
あ
る
まい
。
果
し
て
此
の
想
像
.の
如 

く
な
ゲ
匕
す
れ
ば
此
の
思
想
も
亦
誤
づ
て
居
る
と
^

ふ
，

べ
き
で
あ
る
。
何
ビ
な
れ
ば
地
代
が
免
除
さ
れ
®
用
減 

少
し
利
测
增
加
を
來
し
忆
が‘ら
艺
云
つ
、て
即
時
に
供
給
：
 

が
增
加
す
る
こVJ

も
な
け
れ
ば
'又
高
.く
費
用
の
か
、
つ 

た
も
の
を
安
ぐ
賣
..ム.

い̂
.ふ
こ
ど
も
な
'い
.か
ら
し
て
代
' 

偾
の
低
落
を
來
す
笛
は
な
く"
又
地
代
僧
加
の
.ね
め
に
- 

#
來
の
生
鹿
费
が
高
ぐ
な
つ
た
か
らi
云
つ
て
之
：

VJ

關 

係
な
き
現
茌
の
供
給
額
に
就
て
減
少
を
來
し
忆5
代
價
，
 

の
騰
貴
を
來
す
箬
も
な
い
こ
ど
農
業
生
產
物

VJ

同
樣
で 

あ
る
か
ら
で
?>
る
。
地
代
の
增
減
に
ょ
つ
て
影
響
を
受 

く
べ
き
代
價
は
將
來
の
代
價
で
ゎ
る
。
然
る
に
農
業
生 

齑
物
の
場
合
に
は
現
在
の
代
價
に
影
響
じ
な
い
け
れ

W
.

 

も
エ
業
生
產
物
の
場
合
に
は
そ
れ
に
影
響
す
る
と
云
ふ 

の
は
是
れ
亦
思
想
の
交
錯
で
ゎ
る0
: 

>

要
す
る
に
三

ル
は
地
代
が
^
'
*
#の：】

項
-目

を

な

.す 

こ
S
農
業
の
場
.合
も
工
業
の
.場
合
も
同
欉
で
あ
.
.る
s
#: 

ベ
斯
く
し
て
其
の
免
除31
は
^
*1
1
が
將
來
の
代
價
に
如 

，何
な
な
影
響
を
與
ふ
る
や
を

1

筋
に
論
ず
べ
き
で
あ
つ. 

お
。
然
&;
ば
茈
論
.に
就
く
こ
ミ
&
出

來

：た

の

で

あ

&

5
、

站

十

怨c

八
鬼
一

)

雜

錄

地

代

概

論

が

、
右

顧

左

朐

、

r

往
.

t

來

し

づ>

¥
の

道

を

！
^

乙

の 

途
に
戾
り
.な
^
し
た
が
&
め
:̂

全
<-
-遨
を
誤
る
1-
も
至
- 

ら
す
又
全
く
疋
し
き
道
を
進
みf j

るに
..

も

至
ら
す
し

、

て

.

. 

中
途
に
彷
徨
.し
.で
展
る
や
ぅ
な
說
を
な
す
に11
:
ま
つ
れ 

の
卞
あ
る
。
.

:
:
:
:

,

(4
)
.

最
後
に
山
崎
博
士
の
說
を
見
や5
0『

リ
ヵ
ー

ド 

丨
の
地
代
論
に
說
く
所
は
：
，：
大
體
に
於
て
之
を
承
認 

也
ざ
る
.ベ
か
ら
ず
i
雖
地
代
が
穀
物
の
憤
格
.に
影
響
. 

を
及
ぼ
す
こ
^
絕
無
な
k W

い
ふ
左
を
得
る
や
、
余
は

地
代
が
：生
，產
费
に
含
蓄
せ&
れ
從
て
穀
物
の
價
格
を
在
，
 

右
.す
>?>
-場
合
も
亦
存
在
す
るi
を
信
^
る
もの

：：

な
.b
o
..

>例
へ
«
玆
にI

小
島
t

r

全
島
の
♦土
®
.一
 

人
の
所 

有
^
屬
す
る
.1;
當

々

、
、
其

©

所

有

薺

が

地

代

を

引

上

げ
 

た
.る
場
合
を
想
#.
せ
ん
に
、;'
地
代
の
引
上
前
£
於
て
« 

米1:::

俵
の
價
格
$
圆
に
.じ
てT

農
夫
拟
之
を
生
產
す
务 

に
藤
す
る
敷
用
四
：圓
九
十
餞
な
り
し
に

•■
■

?

地
代
引
上
の 

拎
め
.は
此
の
费
用
.五
圆
十
餞
を
な
ら
ん
扒
、：.此
の
農
夬 

は
損
失
を
忍
ん
で〕

長
ぐ
_

を
な
さ
：»
る
ベ
¥
を
以
て

'
第
8

 

1
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笫

十

滟

(

/V
五
5

雜

錄

‘、
地

代

概

論

之

を

地

主

化

返

遺

し

;>
地

主

も

亦

自

ら

此

の

地

に

米

を
 

作
ら
さ
る
^
ぎ

f

，
而
じ
て
此
の
如
き
場
合
少
な
か 

ら
ざ
る
に
於
て
は
全
島
の
米
の
康
额
減
少
し
て
.其
の
價 

格
必
ず
騰
貴
す
ベ
く
、-こ
れ
即
ち
地
代
.の
?!
-
上

が

原

因
 

S
な
.
て̂
米
價
を
動
か
レ
^
る
も
办
に
あ
ら
ず
し
て
何 

ぞ
や
。
:

;
• 

•
:

地

虫

が

地

代

を

抛
棄
す
る
も
穀
物 

•の

價

格

を

•し

て

低

廉

な

ら

■し
め
ざ
る
，」

ど
はr

ジ
カ
I
 

ド
ー」

「

マ\

サ
ス」

等
數
多
の
學
考
の
唱
ふ
る所
..に 

.し
て
其
の
理
由
明
白
な̂

ど
も
、
地
代
を
引
上
げ.た
る 

.場
合
は
少
し
ぐ
異
な'る
所
わ
る
を
忘
る
、ベ
か
ら
す』

ビ

(

独
ニ
十
ー

)

。

.
阁
之
觀
之
、
博
士
は
地
代
を
免
除
し
た
場
合
に
ば
穀 

:惯
に
影
響
を
與
へ
な•い
け
れ
ど
も
之
を
引
上
げ
•た
場
合 

に
は
穀
價
に
影
響
を
與
へ
るi
云
つ
.で
§
?>
■-る
N
の
'で 

あ
る
が
、
予
は
此
0-
所

說

の

後

半

に

就

て

は

其

見

を

'
等
 

し
ぅ
す
る
も
®
の
前
半
に
就
て
は
見
る
所
を
興
に
し
で 

居
る
。
而
し
て
其
の
理
由
はノ

力
I
ド
.丨
_說
を
«
^
し 

tt
l r
R

a

ベ
^
通
b
で
あ
る
か
_.ら
今3 1

繰
&

¥
ず
ま

0

い
。
>-
-
-蓋
じ
地
代
免
除
の
場#
1
2代
^
の
下
落
を
來
さ
す 

.
S
な
す
の
論
を
杏
定
す
る
理
由
は
同
時
に
地̂
?1
.上
の 

場
合
に

代
-®
®

騰

貴

を

來

ず

ど

な

す

の

難

を

肯

定

す

る
 

理

な

.な
が
6
で
あ
る
P
唯
'

f

つ
玆
に
不
可
解
に
堪 

え
な
い
の
は
何
故
に
博
士
が
折
^
地
代
自
變
の
場
合
か 

ら
見
て
地
代
引
.上
の
場
合
に
は
代
價
にM

■
す
厶
i
論 

じ
、
地
代
と
代
®
と
の
關
係
に
就
て
し
火
の
瞹
昧
に
し 

て
居
つ
.た
理
論
を
明
か
に
道
破
し
地
代
論
に
新
な
る

一 

面
を
開
拓
す
る
の
妝
擧
比
出
で.、
居
ら
れ
な
が
ら
、
地 

代
0
免
除
減
少
の
場
合
に
就
て
は
之
に
反
し
て
地
代
他 

變
の
場
合

.

か
ら
見
て
.リ
氏
說
を
肯
定
せ
ら
れft
か
ど
云 

ふ
こ
e
で
あ
る
0
地
代
免
除
が
代
價
に
影
響
し
な
い
と 

い
..

ふ
こ
^
.を
肯
定
す
■る
場
合
ビ
同
じ
見
地
か
.ら
論
中
る 

な
ら
ば
引
上
の
場
合
ビ
雖
も
等
し
く
代
價
に
影
響
し
な 

い
i
云
は
ざ
る
を
得
な
：い"
又
之
に
反
し
て
地
代
の
引 

上
妒
代
價
に
影
響
す
る
ミ
：論
ず'る
場
4
1と
同
一
の
見
地 

か
ら
す
る
な
ら
ば
地
代
■の
免
除
を
等
し
く
代
價
に
は 

す

る

■
也
ざ
る
を
得
な
.い
‘
i
思
ふ
a 

.凡
そ
企
業
む
し

\ r

て
農
業
を
營
む
場
合
に
於
て
は
刹
溝
の
獲
得
が
最
終
の 

目
的
で
あ
る
.か
ら
、
利
_
が
增
加
す
れ
ば
生
產
は
«
張 

せ
ら
れ
刺
_
が
減
少
す
れ
ば
街
轰
は
減
撕
ぜ
ら
れ.な
；
 ̂

の
で
あ
る
。
地
代
が
引
上
げ
ら
れ
^
場
合
に
供
給
が
減 

少
す
る
の
は
借
地
人
.の
利
得
が
減
少
し
又
は
損
失
を
來 

す
こw

V
な
つ
れ
か
ら
で
あ
る
。
博
士
の
說
く
沂
も
同 

樣
で
あ
る
。
然
ら
ば
地
代
が
免
除
さ
れ
れ
場
合
に
は
借 

地
人
の
利
得
が
增
洳
す
る
こ
ビ
，に
な
つ
て
生
產
の
擴
張 

供
給
の
堪
加
は
必
然
の
結
果i
し
て
生
じ
來
る
べ
き
で 

は
あ
る
^
ぃ
か
。'
博
士
ば
千
慮
の】

失
、
斯
る
胤
單
な 

る
事
理
に
想
到
さ
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
ら
ぅ
か、
0
 

リ
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I
ド
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の
如
く
地
代
免
除
に
ょダ

て
得
れ
る
增
加 

利
益
は
生
活
程
度
の
向
上
消
費
の
：增
進
の
資
に
.供
せ
ら 

る
S
に
過
ぎ
な

い
ど
0

へ
ら
れ
た
の
で
■?
>
ら
ぅ
炉
、
乃 

至
は
他
ね
理
由
あ
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こ
の
こ
ど
•か
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猶
餘

-

S.

あ
：石
'こ 

e
.V:
思

ふ
:;
0
:
:
# 

: 

.

.
 

U
:

-
で 
'
人

第

十

想(

八
五
t

a
雜

錄

，

地

代
.概

論

‘
-

m

十

.
i

>

s

m

i
c+
.

h

.

.

:

l 

w
e
a
l
t
h
'
,

 

o

f
 

N
a
t
i
o
n
s
.

 

A
S
H
e
y
w
E
d
'

へ
E

o-
o

n

.
 

c
l
a
s
s
i
c
s
.
)

 

p
.  

1
3

0
.

I

. 

j  

く
 

.

.

.

.

.

.

It
十

三

冬
 

.

.

.

p
.  

1
2
9
—

3

0
.
.:
>.

註
十
四
、
.

M
a
r
s
h
a
ll  : —

P
rin

c
ip

les  ■ 
o
f E

c
o
n
o
m

ic
s
.  

5th..  
E

d
.  .p

.  

4
3
9
..  N

o
t
e

 

I
,  

:

‘

-
.|£
十

2 |
.
、

M
a
r
s
h
a
l
l
:

I

-I
b
i
d
”

 

P
.

:
4

2
7

 f
8
.

.

. 

li
:

十
六
、w
^

B

rpw
o

“
i
p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
.

 

.

o

f
 

.
F
O
H
t
i
c
a
l
-

 

E
c
o
n
o
m
y

 

a
n
d
:

 

.T
a
x
a
t
t
o
n
,
.

. 

A

s

s

e

y

w

.

.
 

J
t
£
p

 

c
l
a
s
s
i
c
s
.
)

 

P
，

VS
I

6

0

*

註
十

七

、

R
ic

a
r
d
o

 :I
I
b

i
d

:p
.  

6
0
'

If
e

十

八

、

'

a

u

x
 

:

l

w

c

o;
n

o

m

i

c
 

P
H
n
c
i
p
i
e
s
:

 

p
.
'

1
0

9
.

哉
十
九
、'Miu

..:lp
rin

c
i.p

le
s-

 o
f  .p

o
litical  

.E
io

a
o

m
v
'  

A
s
h
le

y
w

 

E
d

,  

p
.  

4
7
3
.

驻

ニ

：十

、

p
.  

4
7

1
1

2
,

註
二
十
.

I
、

國
家
摩
會
雜_
第
二
十
怨
m
六
號
四
|
六
页

以
上
諸
種
の
學
說
を
述
ぺ0
つ
評
し
來
つ
、て
愈
々
私 

見
を
陳
ぶ
ベ
き
段
に
到
達
し
セ
。’然

て

な

が?>
-
予

は

私
 

見
を
ば
旣
に
前
記
批
評0
間
に
於
て
隨
所
に
述
べ
て
了 

つ

れ

炉

レ

し

て

笕

傲

^

^

^

ゐ

だ

め

に

上

言

前

單

に

要
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て
愦
く
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费
.に
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致
す
る
の
傾
向
ぁ
り
、
而
し
て
地
代
は
生
產
费

...
 

.
 

-
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〗

項

:0
-
を
な
す
ど
懿
む
る
も
の
で
ぁ
る
か
ら
し
て
、 

地
代
變
動
は
被
惯
に
影
響
を
與
べ
る
、
他
の
事
情
の
變 

ら
ざ
る
.限
b
は
地
代
增
加
す
れ
ば
供
給
の
減
少
を
通
じ 

,

:

'

V

代
傻
の
騰
貴
を
來
し
地
代
減
少
す
れ
ば
供
給
の
增
加 

を
通
じ
て
代
價
の
下
落
を
來
す
も
の
ビ
考
ぺ
る
。
而
し 

;て
そ
は
眾
に
生
產
潘
ど
の
艰
引
に
於
け
る
代
價
の
攥
合 

に
然
る
の
み
な
.ふ
す
"
商
店
敷
地
の
地
代
，の
變
動
が
其 

の
寶
僩
に
及
ぼ
す
影
響
の
場
合
に
も
同
糠
：で
ぁ
る

W
猶 

す
る
も
の
で
あ
る
。(
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澤
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る
が
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餘
り
長
く
^

る
か
ら
そ
れ
は
後
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:
^
期
す
る
と
し
て
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崎

繁
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樹
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I

、
興
僭
制
度
の
必
#
 

'

凡
そ
商
取
引
を
鴆
す
に
は
、
其
相
手
方
に
盛
衰
の
免 

れ
，ざ
る
以
上
、“其
潸
產
の
現
狱
を
知4
こ

气

又

信

用 

の
確
實
々
る
者
ミ
然
ら
ざ
る
漭
ミ.
.ぁ
る
以
上
9
其
信
用 

程
搜
を
知
る
こ
と
の
必
要
な
る
は
特
に
赘
す
る
迄
も
な,

し
。
而
し
て
信
用
取
の
確
實
な
る
や
否
や
を
決
定
す
.

る
爲
に
次
：の
三.齋
-#
を
必
要
ビ
す
、
即
ぢ(

一
)

債
務
潘 

債
務
を
辨
濟
す
る
僻
力
を
有
し

(

一一)

且

之

れ

を

辨

濟

せ
 

ん
と
す
.る
意
思
を
有
す
る
‘こVJ (

三)

若

し

债

務

澇

が

：辨
 

濟
ぜ
ざ
る
時
は
之
れ
を
强
制
す
る
法
律
上
の
保
®
わ
る 

.
5
之
れ
な
い
。
晛

今

に

於

て

は

信

用

取

引

に

對

す

る.
 

法
律
.上
'0
保
障
は
殆
ん
ど
完
備
の
域
に
達
し
居
る
が
故 

に
、
少
な
く
と
も
文
明
國
に
於
て
は
此
の
點
に
關
し
特

鐘

f

f

 

I

fし
I

も
、'信
用
I

f

 

j
■ 

- 

.

.

.，.パ，

.
-
.

^

の 

> 

確
實
な
る
や
裔
や
の
判
定
に
至
り
て
は^

從
前
.rc 

比
し
甚
だ
困
難
な
る
導
：情
存
ず
る
が
故
に
、
近
時
世
\
 

の
注
意
を
促
す
に
至
れ'り
。
是
れ
蓋
ね
今
日
：の.產
業
社 

俞
に
於
て
自
t
f
r

^r
*

轉
住
及
營
業
の
;s

由
の
認
め
ら
れ 

f2
る
ょ
6
生
じ
れ
ゐ
結
粜
に
し
て
#
にa

©
な
る
も
の
-
 

な 

b

o: 

.

.,

以
前
は
信
用
肷
引
の
行
は
る
、
は
同
ー
地
域
內
に
於 

け
る
少
數
の
も
の
、
間
に
儆
ち
れ
し
が
、
今
日
は
其
範 

fi
l
非
常
に
廣
く
ノ
且
H
常
に
於
け
る
信
用
取
引
の
數
の. 

非

常

に

增

加

し

か

る

結

粜

と

し

て

"

債

權

者

偾

務

者

別
 

.の
關
係
以
前
の
如
く
密
接
な
る
能
は̂
る
に
至
れ
，

c
\。 

其
他
V
I事
業
に
於
け
る
營
業
ま
の
絕
へ
す
變
觅
す
る
ぁ 

り

、

營

業

及

住

所

の

急

速

に

變

页

せ

ら

る

'̂
|
.
ぁ

り

ノ

多
 

數
の
無
資
產
無
經
驗
な.る
若
輩
の
徒
，に
;1
>
で
#
業
を
始 

む
る
名
ぁ
タ
，
行
商
又
は
代®
商
業
著
の
中
に
.は
.條
件 

事
情
の
如
何
を
顧
み̂

只

管

取

引

を

行

は

.ん

ビ

欲

す

る
 

?>
&
、
永
く
其
得
意
を
維
持
す
る
能
は
ざ
る
に
も
拘
ら 

す
無
法
な
る
不
JE
競
#
を
試
む
.る
'̂

ぁ
-

又

：こ

れ

'
と

第

十
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雜

錄
的
外
興
信
制
度
の
研
從

相
關
f

て
長
響
用
輕
卒
策
る
信
用
の
授
與
のa
.般 

に
行
'は
る
、

が
如
.ぎ
、
' 此
等
は
凡
て
信
用
取
引
の̂

'̂ 

を
增
太
せ
し
め
、
且
他
方
に
は
競
靜
を
.激
甚
な
ら
し
め 

て
以
て
過
度
の
信
用
を
與.'̂
一
る
に
至
ら
し
む
る
な
，

On 

0 

信
用
取
9|
の
危
險
增
加
^
;
過
度
の
信
用
授
與
と
は
瓦 

に
兩
立
す
ベ
か
ら
V
C石

事

な

：
る

が

上

述

の

事

情

は

此

の
 

重
大
な
る
矛
盾
を
生
.じ
惡
影
響
を
實
業
祉
會
に
及
ぼ
し 

又
現
に
；

U

常
及
ぼ
し
.つ
\
ぁ
名
な
シ
°
斯
か
る
重
大
な 

る
弊
害
£
.對
し
て
は
從
來
種
.々

の
救
濟
策
の
講
せ
ら
れ 

た

，
る

办

る

り

と

雖

-?
>
宋

だ

何

れ

も

完

全

の

域

に

達

し

た
 

る
も
の
な
く 
?
此
等
の
救
濟
策
中
比
較
的
効
果
を
布
す 

る
は
唯
、

一
に
過
ぎ
ざ
る
が
如
き
は
注
目
に
値ひ
'す
.る 

も
.の
i

云
ふ
.ベ
し
Q
.即

ち

從

來

‘
世

人

に

ょ

り

て

試

み
 

ら

れ

お

る

信

用

改

善

^
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な
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